
冬休みレポート課題 

 現在、ジオパーク認定地域あるいは認定へ向けた活動をし
ている地域を除く地域から１地域を選び、その地域をジオ
パークにするためのジオストーリーを考えなさい． 

 

１）そのジオパークのテーマとなる基幹的なジオストーリーを整理し
なさい．その際には，その地域に関する科学的な情報（学術書・
論文など）を踏まえ、適切なストーリーを設定すること。 

２）そのジオパーク内にエリアを設定しなさい。そのエリア内にジオ
サイトを３か所以上取り上げ，そのサイトにおけるジオストーリ
ーを述べなさい。 

３）その上で、そのエリアを訪れてサイトを訪問する数時間程度の「
ジオツアー」を構想しなさい。その際、地域経済などに貢献でき
るような要素を含めること。ただし、その貢献もジオストーリー
と整合させること。ツアーの行程がわかる地図とタイムテーブル
を必ず添付すること。 

 

 

 



レポートの提出など 

 締切：2月9日いっぱい 

 アカンサスポータルから提出 

 枚数制限なし 

 書式にも制限はありません 

 予告通り、全国のジオパーク関係者に見てもらうことになります。 

 



地域環境の保全と活用 

自然環境を利用しながら保全する考え方 
「ジオパーク」について知る 

－ジオパークと自然環境保全－ 



「白山・手取川の水」から生まれた 
「生活の場」と「恵み」 



白山市の地域資源の特徴をまとめると・・・ 

 白山と日本海の存在が，大量の雪を手取川流域にもたらす 
 世界的に見ても，非常に特徴のある雪である 

 雪そのものも資源として利用されるほか，地域の生態系や文化の多様
性を生み出してきた 

 

 大量の雪解け水は手取川を流れ，手取川流域の人が住む大地を
形作ってきた 
 手取川扇状地は，大量の雪解け水が流れる手取川だからこそ作られて

きた大地．流域にすむ人々は，大地を形成する洪水と折り合いをつけ
，いなしながら，生活を営んできた． 

 

 手取川を流れる水は，手取川流域の生活を支える水資源として
利用されている 
 手取川流域の暮らしは，今も昔も手取川の水によってはぐくまれてき

た 



自然環境保全の考え方 

 アダプティブマネジメント 

 多数のステークホルダーの参画 

 持続可能な活動のための事業化 

 

 

科学的で、大勢が参加でき、経済的にも成り立つ？ 

 

これを満たすためにはどうすればよいか？ 

さまざまな活動が試行錯誤されている 

 ex．ナショナルトラスト、ボランティア 



ジオパークという取り組み 

ジオパーク 

Ｇｅｏ-Ｐａｒｋ 

Ｇｅｏ（大地・地球）＋Ｐａｒｋ（公園） 

の造語 



ジオパークとは 

 科学的に見て、特別に重要で貴重、もしく
は美しい地形・地質を含む自然公園の一種 

 大地の成り立ち、その上に生きる人間や生
物の営みと歴史・産業、自然災害への防御
などを総合的に教育や地域振興に活かす仕
組み 



ジオパーク，エコパーク，世界遺産 

歴史・文化・ 
伝統 

生態系    
動植物 

大地（地球） 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwi8gOWfhtLJAhWHqJQKHee4CUEQjRwIBw&url=http://www.europeangeoparks.org/&psig=AFQjCNEdKHyKzVdq5NCYjiUz2TpTiaPXhg&ust=1449862867749126


ジオパーク ３つの目的 

大地の遺産の保護 
＜ユネスコとしては目的＞ 

大地の遺産を用いた 
   教育・科学の普及 
＜ユネスコとしては目的＞ 

大地の遺産を用いた 
観光・ジオツーリズムの推進 
＜ユネスコとしては手段・地域としては目的＞ 



2004年よりユネスコが支援 2015年11月ユネスコの正式プログラム化 

As of September 2015, 120 Geoparks in 33 Member States are currently members 
of the UNESCO Global Geoparks Network 

http://www.globalgeopark.org/UploadFiles/2012_5_7/GGN Map 2015/GGN Distribution 2015.09.25_3600.jpg


日本ジオパーク 

国内39地域が認定 
うち、世界ジオパーク８地域 
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世界ジオパークと日本ジオパークの関係 

 世界ジオパークの国内版が日本ジオパーク 

 世界ジオパークになるためには，（日本では）まず国内版
のジオパークになることが必要． 



世界遺産とジオパーク 

世界遺産 ジオパーク 

対  象 
世界でここだけの 
価値（もの） 

優れた大地の遺産（もの） 
優れた活動（ひと） 

目  的 保護 保護と活用 （※） 

審  査 １回のみ ４年に一度の再審査 

ﾕﾈｽｺとの 
関  係 

世界遺産条約 ユネスコのプログラム 

※ 教育や科学の普及・地域振興 





白山手取川ジオパーク 

●2011年9月5日 認定 

●石川県白山市をエリアとし，白山の頂上から手取
川の河口までを含む 

●行政機関、社会教育団体、自治会、商工観光団体
、県内大学等（地域創造学類も）の30団体で構成
される推進協議会が運営 

 



 



白山手取川ジオパークの自然システム 

●２億数千万年前から現在に至る時代の変化を刻んだ地
層・岩体・火山が存在． 

●日本海から白山にもたらされる大量の雪（水）は，手
取川を流れ日本海に戻る．水循環とそれにともなう地
形プロセスが活発に作用する（湿潤変動帯の特徴）． 

●地形プロセスによって形成された「場」と水資源とい
う「恵み」を利用した文化，産業，くらし． 

●「恵み」を得るために水害を「いなして」きた，地域
の知恵 

山-川-海そして雪 人といのちを育む水の旅 



「白山」を考える 

なぜ「白」山なのかを， 
もう一度考え直してみましょう 



世界の白山① モン・ブラン（Mont Blanc） 

 

モン・ブランの山稜は氷（氷河）によっておおわれて
いるため，年間を通じて白く見える． 
「白」は氷の色． 



世界の白山②  
キリマンジャロ 
（Kilima・njaro） 

 Kilima：スワヒリ語で
「山」 

 njaro：チャガ語で「白
く輝く」 

 

 もともと山頂部に氷河
があり、山麓からも白
く輝いて見えた 





世界の白山③ シエラ・ネバダ（Sierra Nevada） 

Neve（氷）のように白い山の意味
．実際には，岩石（花崗岩）が白く
見える 



世界の白山④ 長白山・白頭山 

10世紀に発生した巨大噴火で
，山頂の周りに大量の「軽石
」が堆積している．これが山
を「白」く見せている 



もう一度，我らが「白山」 

「白山」を「白」くしているのは 
大量にもたらされる「雪」 



子どもらに 山拝ませて 氷室餅 
や ま お が ひ む ろ も ち 



雪がもたらす恵みと多様性 

 日本海と白山が，白山市にもたらす大量の雪は，時には
豪雪災害になる一方（この冬は大変でしたが・・・汗）
，巨大な自然のダムとして水資源をもたらすほか，雪の
分布や積雪期間の違いが，手取川流域に生物の多様性，
文化の多様性をもたらしています． 



白山のお花畑をめぐるストーリー 

 大量の降雪 
 白山火山の成立，高い標高 

 日本海と季節風 
 

 寒冷な気候 → 高山帯の成立 
 白山火山の成立，高い標高 

 強い風，大量の降雪 
 

 残雪期間の地域差 
 火山噴火による多様な起伏 

 大量の降雪による根雪の形成 

 

 

 

白山には，多くの種からなるお花畑がある 

非常に多様な環境が，高山帯の中に生じて
いるため，多様な高山植物が生育 



雪形をめぐる 
ストーリー 

 白山にも雪形があるが，認知は世
代を追うごとに低下している． 
 農業をしなくなってきていることもあ

り，雪形が生活から乖離してきている
． 



手取川の流れが作り出す「大地」の特徴 

 手取川は，激しい洪水を繰り返してきた暴れ川であり，
日本の河川の特徴をよく表している 

 ながい期間，流域の住民は川との闘いを続けてきた．政
府・自治体による闘いの記録，住民自身の闘いの記録な
どが多く残されている． 

 

 手取川は，多くの犠牲を，流域に強いてきた． 



白山のトチ餅をめぐるストーリー 

 大量の降雪と不安定な斜面 
 活発な地形変化 

 崩壊・土石流が頻繁に発生 

 

 

 典型的な日本海側の渓畔林（トチ
ノキ－サワグルミ林）の成立 

 

 白山と山地の成立 

 平坦地がすくない土地 

 不作に備えた「救荒食」の必
要 

 

 

白峰ではトチもちが食されている 

活発な地形変化によってもたらされる資源
を救荒食として活用してきた文化 



資源としての手取川の「水」 

 一方で，手取川の水を利用した産業が古くから立地してきた
．現代でも，手取川の水が利用されている． 
 農業：七か用水を通じた水の供給と高い水田率 
 酒蔵・醸造業：手取川の伏流水を利用した酒造・醸造業 
 先端産業：清冽な地下水が洗浄に向いている 
 食品工業：清冽な地下水を用いて食品を製造 

 手取川は，多くの恵みを，流域にもたらしている． 



 



 



白山丸いもをめぐるストーリー 

 大量の降雪 
 白山火山と季節風 

 清冽な雪解け水の供給 
 

 手取層群と白山火山 
 大規模地すべり地の発達 

 手取川に対する大量の礫供給 
 

 昭和9年手取川洪水 
 洪水流が田んぼに入り込む被害 

 洪水砂が田んぼの泥と混じる 

 

 

 

砂地の畑で生産される必要 

土壌の特性が変化したことにより，丸い形
の芋がたくさんできるようになった 



手取川扇状地 

松任と手取川扇状地 

松任は，手取川扇状地の「背骨」の
ライン（尾根）上に位置している 

そのため，手取川が氾濫した際にも，
扇状地上で最も被害を受けにくい場
所になっている 

手取川の「恵み」は得られて，
「害」は受けないオイシイ場所にあ
ることから，大きな町になれた 



松任をめぐるストーリー 

 尾根上の立地 
 水害を心配することなく，町の建設と生活

を営むことができた 
 渡河を監視することができる軍事上の要衝

となったことが城下町の成立につながる 
 

 後背地（扇状地）の存在 
 農作物の集散地としての町 
 有数の早場米の産地 

 

 用水路の整備と利用 
 東川と西川を利用した水車を用いた菜種油

の精油業 
 「高砂」の金谷酒造さんも，元は菜種油屋

さんでした 
 鍛治町北側の道は「水車道」 

 染色業（松任紬・松任染） 
 

 
 
 

手取川扇状地の中核に位置する 

松任という「町」の成立と存続 



白山手取川ジオパークの特徴をまとめると・・・ 

 白山と日本海の存在が，大量の雪を手取川流域にもたらす 
 世界的に見ても，非常に特徴のある雪である 

 雪そのものも資源として利用されるほか，地域の生態系や文化の多様
性を生み出してきた 

 

 大量の雪解け水は手取川を流れ，手取川流域の人が住む大地を
形作ってきた 
 手取川扇状地は，大量の雪解け水が流れる手取川だからこそ作られて

きた大地．流域にすむ人々は，大地を形成する洪水と折り合いをつけ
，いなしながら，生活を営んできた． 

 

 手取川を流れる水は，手取川流域の生活を支える水資源として
利用されている 
 手取川流域の暮らしは，今も昔も手取川の水によってはぐくまれてき

た 



水の旅（水循環） 

暖流 

雪（水） 季節風 



ジオパークの認定に向けて 

ジオパーク学習 

河原の石から、大地の成り立ちを学ぶ遠足 



雪を使ったジオツアーの実施 

ジオツアー 

伏流水を使った醤油店を訪ねて 



ジオガイド養成講座 



新たなジオパーク・ブランドを考える 

 これまで結び付けられていなかったさまざまな資源を「ジオのストー
リー」で結びつけ，新しいブランドを作り上げていけないか？ 

 手取川の水で育つ米と魚を組み合わせて，はらこ飯に？ 

 石川門（県産酒米）を使った白山菊酒と手取川のごりで，ごり酒？ 

 

 単に商品を提供するだけでなく，商品の背景＜ストーリー＞を提供するこ
とで，差別化を図る 

 ジオサイトを見学し，温泉に泊まるようなジオツアーと組み合わせて消費
してもらうことで，「来ないと食べられない」プレミアム感を示す 



ジオパークとの心地よい関係を考える 
～ジオパーク＝地酒仮説～ 

 その土地の水と米を使って 

 その土地の人が 

 その土地で醸す 

 

 よその土地の酒屋が扱って，よその土地の人も
味わうことはあり，時として高い評価をしてく
れることもあるが 

 

 その土地の酒屋が扱って 

 その土地の人が呑んで美味い酒 



地酒＝ジオパークの楽しみ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

作り手 

 

 

 

 

 

 

 

 

売り手 

 

 

 

 

 

 

 

 

呑み手 

 

UNESCO 

学術関係 

行政関係 

 

ジオパークという仕掛け
やブランド，システムを
作ること自体を楽しむ
（？） 

原料（地域資源）を磨い
て，商品化（ジオサイト
化）する能力も必要 

 

商品化 

観光商工関係 

ガイド 

 

ジオパークを使って商売
をしたり，伝えることで
楽しみや喜びを見出す 

ジオパークを理解し，価
値を見出していないと，
使う喜びは得られない 

 

ツアー客 

地元の人 

 

 

難しいこと抜きに，楽し
んでもらえば良い． 

 

いろいろ薀蓄がくっ付い
てくるようになると，呑
む楽しみ方も増えてくる 



地域の人とジオパークの関係を 
心地よくするために 

 地酒の呑み手が，ウマいと思うところからスタートした
い．作り手が思うウマさを押し付けない酒造り 

 呑んでもらうための酒と品評会のための酒．プロが見て面白い
大地の遺産は品評会のための酒． 

 

 地形学的，地質学的価値があるので面白いのではないと
思う．身近な事象の向こうに大地の営みを感じられると
ころに知的な好奇心をくすぐられるのではないだろうか
？ 

 「ジオパーク」とつければ売れる商品になるわけではない。い
い商品にジオパークという「ものがたり」を付けることで、付
加価値のある、差別化をはかれる商品になる。 



 



 



http://ameblo.jp/geopark/ 



 http://geogashi.com/ 



 



フィードバックシステム 

 学びから得る興味関心 

 興味関心からツーリズムへ ツーリズムから興味関心へ 

 商品に対するものがたりの付加 

 商品から地域に対する興味関心の喚起 

 次の商品への興味の伝播 

 

 入口はどこでも構わない。学び・興味関心・ツーリズム・
商品が「ものがたり」でつながることによって、すべての
入口になりうる。 

 フィードバックを盛んにすることで、どの入口からでも全
体を楽しんでもらえるようにする。域内での波及効果。 



まとめ 

 地域の自然環境を学ぶこと と 

 地域の自然環境の価値を知る 

 守るべき対象と，守るべき理由を知る 

 地域に対するアイデンティティを高め、地域を好きになる 

 

 自然環境を資源ととらえて事業化すること が 

 自然環境資源を消費しない事業化をする 

 事業化された商品の価値を知る 

 利潤が上がることにより，環境保全のモチベーションが上がる 

 

 自然環境を守ること に繋がる 



次回 

 12/22は金曜時間割です 

 次回は年明け 1/12 です． 


